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我が国では自動運転・安全運転支援システムの実現に向けて高精度 3 次元地図のダイナミックマップの

開発が推進されている．ダイナミックマップは，実在地物および仮想地物の 34 種類で構成されている．

これら地物は，用途や取得位置等の仕様は異なるが，道路基盤地図情報等の既存の道路地図でも定義され

ている．そのため，両者の相互変換が可能になると，鮮度・網羅性の確保が可能となるため，両者の相互

補完に大きく寄与することが期待できる． 
本研究は，地物・属性等を基にダイナミックマップおよび道路基盤地図情報の親和性を分析した．そし

て，親和性の高い 16 地物を対象に変換手法を考案し，有用性を検証した． 
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1. はじめに 

 

 近年，我が国では自動運転・安全運転支援システムの

開発・実用化等が推進している．その中で，自動運転・

安全運転支援システムの実現に向け，静的情報・準静的

情報・準動的情報・動的情報を組み込んだ高精度 3次元

地図（以下，「ダイナミックマップ」とする．）の開発

が位置付けられている．ダイナミックマップ 1) は，非

常駐車帯，スピードブレーカーおよび道路標識板等の

26 種類からなる「実在地物」と車線リンク，車道リン

クおよび交差点領域等の 8種類からなる「仮想地物」と

で構成されている．これらの地物は，用途や取得位置お

よび取得方法等の仕様は異なるが，道路基盤地図情報 2) 

やデジタル道路地図 3) の既存の道路地図でも既定義で

ある．そのため，両者の相互変換が可能になると，地図

の 3要件である精度，鮮度および網羅性のうち鮮度およ

び網羅性の確保が可能となるため，両者の相互補完に大

きく寄与することが期待できる．しかし，ダイナミック

マップと既存の道路地図との相互変換の観点から親和性

は明らかにされていない 4) ． 

本研究では，ダイナミックマップと道路基盤地図情報

との親和性を分析し，相互変換の可能性を実データを用

いて検証することとした．本稿では，まず，ダイナミッ

クマップと道路基盤地図情報との親和性を分析する．次

に，親和性分析結果を基にダイナミックマップと道路基

盤地図情報との相互変換手法を考案する．最後に，ダイ

ナミックマップの実データを用いて考案手法の有用性を

検証する． 

 

 

2. ダイナミックマップと道路基盤地図情報との

親和性の確認 

 

 本研究では，ダイナミックマップと道路基盤地図情報

とのデータ構造における親和性を確認するため，両者の

仕様書から形状，要素および属性等を比較しながら親和

性を分析した．まず，道路地図を構成する形状，要素お

よび属性を抽出した．次に，「道路基盤地図情報を用い

たダイナミックマップの補完」および「ダイナミックマ

ップを用いた道路基盤地図情報の補完」の双方の観点か

ら親和性を分析した．さらに，親和性の高い地物に関し

ては，道路構造の表現を比較し，「直接補完できる地物

（45） 

- 177 -

土木情報学シンポジウム講演集 vol.43 2018 



 

 

（○）」および「加工すると補完できる地物（△）」に

分類した． 

 

(1) ダイナミックマップと道路基盤地図情報の取得方

法の確認 

 本節では，ダイナミックマップおよび道路基盤地図情

報で構成される地物の取得方法を確認する．ダイナミッ

クマップの既定義地物の取得方法を表-1，道路基盤地図

情報の既定義地物の取得方法を表-2 に示す．表-1 およ

び表-2 より，両者が構成する地物は面型，線型および

点型の 3種類の取得方法が基本となっており，大多数が

面型による取得となっている．また，ダイナミックマッ

プの電柱や道路基盤地図情報の斜面対策工等は複数の取

得方法で構成されていることを確認できた． 

 

(2) 道路基盤地図情報からダイナミックマップへの変

換の可能性 

本節では，道路基盤地図情報の地物を用いてダイナミ

ックマップの地物に変換できるかを両者の仕様書に定義

されている形状，要素および属性等を比較しながら分

析・分類し，表-3 の結果を得た．表-3 より，道路基盤

地図情報の基本地物（30 地物）のうち，横断歩道等の

16 地物はダイナミックマップとの親和性が高いことを

確認できた．また，親和性の高い地物に対して，重複す

る地物を含めると 16 地物のうち，「直接補完できる地

物」は距離標等の 13 地物，「加工すると補完できる地

物」は車道部等の 4地物であることを確認できた．地物

の取得方法は，前節で示したように，3 種類（面型・線

型・点型）存在する．加工すると補完できる地物（4 地

物）においては，道路基盤地図情報は面型であるのに対

して，ダイナミックマップは線型とその取得方法が異な

るため，面型を線型に変換する必要がある． 

 

(3) ダイナミックマップから道路基盤地図情報への変

換の可能性 

本節では，ダイナミックマップの地物を用いて道路基

盤地図情報の地物に変換できるかを両者の仕様書に定義 

 

表-1 ダイナミックマップの既定義地物の取得方法 

 

 

表-2 道路基盤地図情報の既定義地物の取得方法 

 

されている形状，要素および属性等を比較しながら分

析・分類し，表-4 の結果を得た．表-4 より，ダイナミ

ックマップの実在地物（26 地物）のうち，デリニエー

ター等の 16 地物は道路基盤地図情報との親和性が高い

ことを確認できた．また，親和性の高い地物に対して，

重複する地物を含めると 16 地物のうち，「直接補完で

きる地物」は軌道敷等の 10 地物，「加工すると補完で

きる地物」はバス停留所等の 5地物であることを確認で

きた．加工すると補完できる地物（5 地物）は，前節と

同様，地物の形状によってその取得方法が異なる．具体

的には，点型から点型，線型から面型および線型から点

型の変換が必要になる．点型から点型の変換が伴う地物

（デリニエーター）のうち，高さの属性を保持している

地物は，取得位置の規定も異なる（例：地物が設置され

ている地表面の高さ，地物そのものの高さ）ため，この

ことを踏まえた変換手法を考案する必要がある． 

 

表-3 道路基盤地図情報の親和性分析結果 

 
 

表-4 ダイナミックマップの親和性分析結果および分類結果 
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3. 変換手法の考案 

 

本研究では，前章の親和性分析結果を基に，「加工す

ると補完できる地物」を対象とし,「ダイナミックマッ

プを道路基盤地図情報に変換」，「道路基盤地図情報を

ダイナミックマップに変換」の相互変換手法を考案した．  

 

(1) 道路基盤地図情報からダイナミックマップへの変

換手法の考案 

本節では，親和性の分析結果より確認できた車道部の

変換手法を報告する．図-1 は車道部の変換イメージを

示しており，以下の過程にて路肩縁に変換する． 

STEP1 道路基盤地図情報の車道部を面として取得する． 

STEP2 面型で取得している道路基盤地図情報の車道部

の外周線を取得する． 

STEP3 外周線のうち，車道中央線と並行である線をダ

イナミックマップの路肩縁として抽出する． 

以上の手順より，道路基盤地図情報の車道部をダイ

ナミックマップの路肩縁に変換ができると考える． 

 

(2) ダイナミックマップから道路基盤地図情報への変

換手法の考案 

 本節では，親和性の分析結果より確認できた路肩縁，

道路標示および電柱の変換手法を報告する．図-2A)は路

肩縁，図-2B)は道路標示および図-3 は電柱の変換イメ

ージを示しており，以下の過程にて各地物に変換する． 

a）路肩縁（図-2A）参照） 

STEP1 ダイナミックマップの路肩縁を線で取得する．  

STEP2 取得した路肩縁に囲まれた範囲を面に変換する．

また，路肩縁と道路縁に囲まれた範囲を面に変

換する．しかし，道路縁は仕様書に定義されて

いないため，便宜上，本研究では定義した． 

STEP3 変換した面の区間を車道部および歩道部として

抽出する． 

 以上の手順より，ダイナミックマップの路肩縁から

道路基盤地図情報の車道部および歩道部への変換が可

能だと考える． 

b）道路標示（図-2B）参照） 

STEP1 ダイナミックマップの道路標示を囲む領域を面

で取得する． 

STEP2 取得した道路標示の外周線を取得する． 

STEP3 取得した外周線の矩形に対角線を引いて交点の

位置を取得する． 

STEP4 交点の位置を道路基盤地図情報の路面標示とし

て抽出する． 

 以上の手順より，ダイナミックマップの道路標示から

道路基盤地図情報の路面標示への変換が可能だと考える． 

 

c）電柱（図-3参照） 

STEP1 ダイナミックマップの電柱を点で取得する． 

STEP2 道路基盤地図情報の柱は 3 種類（路側式・片持

式・門型式）で構成されている．路側式および

片持式は点での取得であるため「直接補完でき

る地物」と判定する．門型式は線での取得であ

るため「加工すると補完できる地物」として判

定し，STEP3へ進む． 

STEP3 ダイナミックマップの電柱では，取得位置およ

び取得方法が路側に設置された電柱の接地の中

心位置を点で取得している．そのため，取得可

能な点の座標同士を結合することで道路基盤地

図情報の柱として抽出する． 

以上の手順より，ダイナミックマップの電柱から道路

基盤地図情報の柱への変換が可能だと考える． 

 

 

4. 検証実験 

 

 考案した相互変換手法の有用性として，本稿は，ダ

イナミックマップから道路基盤地図情報への変換手法

の有用性の検証結果を報告する．検証には，ダイナミ

ックマップの実データおよび道路基盤地図情報の仕様

書を使用した． 

 

(1) 検証方法  

ダイナミックマップから道路基盤地図情報への変換 

 

 

図-1 車道部から路肩縁への変換イメージ 

 

図-2 路肩縁から車道・歩道部および道路標示の変換イメージ 

- 179 -



 

 

手法の検証方法として，まず，Googlemap（航空写真）

とダイナミックマップとの地物を目視で確認し，地物の

種類を特定する．次に，ダイナミックマップの実データ

に考案した変換手法を適用する．最後に，変換後のデー

タが道路基盤地図情報の仕様書で示されているデータ構

造と一致しているかを確認することで，考案手法の有用

性を検証する． 

 

(2) 検証結果 

本節では，考案した相互変換手法のうち，ダイナミッ

クマップの車道部および歩道部（図-4 参照），ダイナ

ミックマップの路面標示（図-5 参照）を用いた道路基

盤地図情報への検証結果を報告する．図-4 に示すよう

に，ダイナミックマップの路肩縁および道路縁から両者

で囲まれている範囲を道路基盤地図情報の車道部および

歩道部として導出できていることを確認した． 

図-5 では，まず，ダイナミックマップの実データと

Googlemap（航空写真）とを照合して道路標示の箇所の

有無を確認し，道路標示に該当する地物を抽出した．そ

して，抽出地物の矩形から対角線の交点上の座標値を算

出すると，道路基盤地図情報における道路標示の表現と

同等のデータ構造をダイナミックマップから導出できる

ことを確認した．道路基盤地図情報の路面標示には，横 

 

 

図-3 電柱の変換イメージ 

 

 

図-4 ダイナミックマップの車道部および歩道部の検証結果 

 

図-5 ダイナミックマップの路面標示の検証結果 

 
断歩道や規制標示等が存在するが，本手法は，対象の矩

形領域を正しく抽出できれば形状が異なる路面標示にも

適用できると考えられる． 

 本検証では，ダイナミックマップを道路基盤地図情報

へ変換した地物から道路基盤地図情報上の仕様書に記載

されているデータ構造と一致する設置位置や範囲等を確

認することができた．以上から，考案手法は有用である

と考えられる． 

 
 
5. おわりに 

 

 本研究では，ダイナミックマップと道路基盤地図情報

との相互変換の親和性を分析した．その結果，親和性の

高い 16 地物が抽出された．両者の地図を対象にした相

互変換手法を考案し，その有用性を検証した．その結果，

ダイナミックマップと道路基盤地図情報との相互変換の

実現可能性の示唆を得ることができた． 

 今後は，親和性の高い 16 地物の相互変換プログラム

の開発を進める予定である．  
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